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研究成果の概要 

メタン発酵過程で生成される硫化水素によるメタン発酵阻害を回避してメタン生成菌を濃縮する担

体を開発し、メタン収率の向上を目指す。さらに食品及び畜産廃棄物のメタン発酵で副生する消化液を

利用した新たな脂質生産藻類の培養法を開発する。 

硫化水素阻害を回避するためのメタン発酵に特化した担体の開発では、メタン発酵の種汚泥に高負

荷運転を想定し硫酸ナトリウムを溶解させ、硫酸イオン濃度を高めて意図的に高濃度の硫化水素を発

生させてメタン発酵阻害を引き起こす発酵条件でメタン発酵を行った。メタン発酵リアクターに微生

物担体のプロトタイプを添加した微生物担体区と微生物担体のプロトタイプを添加しない対照区から

発生するバイオガスを経時的に測定した。微生物担体添加区では対照区に比べて、累積の硫化水素発生

量が 45%減少し微生物担体によってメタン発酵リアクター内の硫化水素濃度の上昇が抑制されること

がわかった。一方、メタンガス生成量の増加は認められず、この原因は微生物担体の硫化水素除去性能

が不十分と考えられた。そのため、引き続き微生物担体の硫化水素除去性能の向上に取り組むこととし

た。 

微生物担体の硫化水素除去性能を向上させるため、微生物担体の合成条件について最適化したとこ

ろ、硫化水素の飽和吸着量が大幅に向上した。今後、メタン発酵リアクターへ改良した微生物担体を添

加してメタン発酵を行い硫化水素の発生抑制、メタン収率の向上について検討する。 

この他、2025 年度の研究課題の予備実験として、効率的に脂質生産藻類を培養するための培地の栄

養塩濃度の制御方法、藻類中の脂肪酸の定量方法の確立について取り組んだ。 
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